第１５５回ペン川柳　　お題「返す」（他動詞）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人：平尾富男（酔深）
日時＝平成２９年３月２８日（火）稲田屋新宿西口店

参加者＝安藤晃二（晃二）、三春（火酒）、浜田道雄（我々好）、大野昰（だし）、平尾富男（醉深）、稲宮健一（井波）、西川武彦（酔雅）、山縣正靖（安兵衛）　（８名）
欠席者＝*岩崎洋一郎（不言）、*八木信男（明迷）、*富田佳瑞（鬼瓦）、松谷隆（零門）、*細谷博（損得）　　　　　　　　　　　　　　（６名、*印は投句）

（*印は今月の互選五句）
*１．返す金借りたときより多く見え　（我々好）　←　（３票）ご明察です！　借金は利子を考慮せずとも返す時には額が大きく見えるものです。借金をしたことのない金持ちにしては上手に詠めましたね。
２．長尺で燕返せど櫂に負け　（晃二）　←　（２票）佐々木小次郎と宮本武蔵の巌流島決闘を詠みました。面白い発想で、小次郎の燕返し剣法が武蔵の櫂に負けたという巧い川柳に仕上げています。
３．恋連歌（こいれんが）返す言葉もなまめかし　（損得）　←　（１票）恋は艶めかしいのが本旨ですよね。作者の日頃を考えると本当に≪艶めかしい≫句になります！　世話人も一度恋などしてみたい気になりました！
４．金返せ籠抜け詐欺だと忖度省　（安兵衛）　←　（２票）財務官僚の「忖度」を詠んだ痛快時事川柳です。森友学園の籠池理事長の証人喚問で、安倍首相と昭恵夫人の関与が見えてきましたが、官邸は火消しに大童ですね。「安倍夫妻にも証人喚問に出て貰うべきだ」というのがペン川柳子たちの意見です。
５．こんにゃくを返す言葉は無礼者　（明迷）　←　（３票）「オバハンが紙に入ったもの出して来た。『無礼者！』ゆうて突き返した」とテレビのカメラに向かっての発言。鴻池祥肇参院議員の蒟蒻問答は面白かったですね。
６．返すほど受けちゃいないぞ親の恩　（火酒）　←　（１票）「山よりも高く海よりも深いのが親の恩」だと、この句の作者は言われて育ちました。これって随分恩着せがましいですよね、という思いが発句の理由だとか……。親孝行でボンボン育ち（？）の川柳子たちの評価はイマイチでしたが……！
７．借金を返しつ強請（ゆす）る次の金　（不言）←　（１票）インテリやくざのような発想の句ですね。最初は少額の借金を返済して相手の信頼を得た上で、更に大きな額の金銭を強奪する手口です。子供も親に対しては同様の方法でお金を巻き上げるのです。
８．貸した金返す奴などいるものか　（だし）　←　（０票）「お金は貸したら返って来ないものと思え」というのがこの句の作者の経験からくる持論です。今度借金する時にはこの作者からと心に決めた川柳子が居るに違いありません。でもこの作者は絶対にお金を貸してなんかくれませんよ。嗚呼！
９．返したい気持ちはあれど先立たぬ　（醉深）　←　（１票）先立つもの、詰まりお金がないから返せない、というのが返済しない理由です。これは嘘なんです。始めから返す気持ちなんかこれっぽっちもないのですから。
*１０．誤字脱字読み返すたび顔を出す　（酔雅）　←　（３票）近頃は自分の書いた文章を読み返すのが怖くなります。文章の校正の仕事をすると粗探しが板について来ますから尚の事です。この作者は他人の文章しか読み返しません。
*１１．噓ばれて噓で返すも男道　（火酒）　←　（３票）「男というものは一度ついた嘘は最後までつき通すもの。嘘を認めて謝るなんて男の風上にも置けない」。そこまで言われたら、あの嘘もこの嘘も撤回などするものか！
１２．エアケイで返す女房のドスの切れ　（鬼瓦）　←　（０票）「エアケイ」とは作者鬼瓦さんの造語で、テニスの錦織圭選手がジャンプして打ち下ろす豪快で華麗なスマッシュに模した動作のことです。ご主人に対する奥方の強烈な返答の激しさにたじたじとなったご主人の様子が眼に浮かびます。
*１３．コストつめ返す刀でお前クビ （だし）　←　（５票）今月の最優秀句に選ばれました。見事なサラ川です。上司の命令で製品のコストダウンを徹底した挙句に、更なるコストカットの人減らしで自らがクビになってしまったという悲哀です。５票は過去の作者に対する同情票ではありません！
１４．その愛に返す言葉の表裏　（酔深）　←　（１票）リズムは良いのですが句の中身の意味が曖昧です。言葉遊びに流れてしまった嫌いがあります。これでは高得点は無理です。
１５．もういやだ返してくれよあの指輪　（損得）　←　（０票）破綻した結婚生活で、「指輪を返せ」という女々しい叫び声を上げるのは哀れと情けなさの極みです。世話人の場合は、夫婦揃って結婚指輪を新婚時代に紛失してしまったので返しようもありません。
１６．理財切り返す刀でジュバを切る　（晃二）　←　（１票）防衛省の日報では、陸自が活動する首都ジュバ市内で大統領派と反政府勢力の「戦闘が生起した」と明記してありましたが、不誠実極まりない今の日本の首相はジュバの情勢を「永田町よりは危険」と国会で述べました。理財局は証拠文書を破棄していました。
１７．昭恵さん返すメールが命とり　（鬼瓦）　←　（３票）新鮮な時事川柳です。
　この作者も世の常識人も「命とり」になって欲しいと思いましたが、そうならないのが昭恵夫人の強さなのです。政治家の奥方の鏡です！　旦那より強そうですね。
　経営する居酒屋（IZAKAYA）のことは海外メディアにも取り上げられています。
１８．痴話喧嘩返す言葉に棘があり　（我々好）　←　（１票）痴話喧嘩ですから棘をお互いが楽しんでいるのです。甘い棘なんですよね。聞いちゃいられませんよ！
１９．厚恩を仇で返して知らん顔　（不言）　←　（１票）昔の部下はかつての上司の不遇に知らん顔です。そういう作者もかつての上司の恩に報いることはなかったのです。否、充分報いていますよ、かつての上司は今の奥様なんですから……。
２０．右左返した言葉すぐ忘れ　（酔雅）　←　（３票）右の部下に返した答えは左の上司に返答した内容と真逆だったんですから、すぐ忘れてしまった方が宜しいようですね。それが正解です！
２１．金（キム）返せ返さないぞで氷漬け　（安兵衛）　←　（１票）紛らわしいですが、返す・返さないの中身はお金（かね）ではなく、朝鮮の金（キム）さんでした。氷漬けになっているのは南北朝鮮半島問題なのですね。
２２．反撃を返す刀という学者　（明迷）　←　（０票）残念ながら学者先生のこの句は、座の無学川柳子たちには読めませんでした。次回までに明解をお示し頂きたいと座の川柳子達は念じています。
[bookmark: _GoBack]*２３．返す杯縁に紅つけ片目閉じ　（井波）　←　（３票）ご返杯してくれるのは隣に座った女性なんです。下心があるんでしょうね、盃に紅を残してウインクしました。句の作者の持て振りに座の川柳子達（３人）はやっかみながらも票を入れたのです。
２４．マイナンバー千兆返さす内視鏡　（井波）　←　（１票）この制度によって国民一人ひとりの個人情報（貯蓄情報）が内視鏡（国）によって把握されるようになります。その内視鏡を覗くと、日本人の総個人資産は、負債額を差し引くと約1,092兆円になるそうです。誰がそんなに持っているんですかね！

総評：８名の出席者、４名の投句参加者によるトータル２４句での勉強会は、お題の「返す」が難しかった所為でしょうか、優れた句が思いの外少なかったようです。返す返すも残念でした！　４月は「粉」がお題ですから、顔と頭脳に白粉を塗って句会参加して、素晴らしい川柳を発表して下さい。

―　今後の日程：
４月２５日（火）「粉」、５月１２日（金）「練る」、６月２３日（金）「柱」、７月２８日（金）
